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横田美香氏が広島県知事に就任あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。

２０２５年１１月９日に行われた広島県知事選挙で初当選された横田美

香氏が１１月２９日付で広島県知事に就任されました。１２月１０日に開

会した１２月定例会で「本県が抱える課題、県民の皆様のお声に真摯に

向き合い、新しい時代の要請に応え、県民の皆様が広島県に誇りを持ち

令和７年度１２月補正予算の主な内容

牡蠣養殖業者に対する生産量維持のための支援と必要な運転資金を無利子で融通・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０億円

家庭業務用LPガス料金と特別高圧電気料金高騰に対する支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５億円

医療・介護等における賃上げ等の支援・光熱費や食材費等価格高騰に対する医療機関等への支援・・・・・・１０５億円

令和７年９月大雨による被害防止のための緊急対策・県民の安全・安心を支える防災・減災対策等・・・・・・・２４７億円

県人事委員会の勧告を踏まえて給料表の改定等を実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６５憶円
etc.  

無所属
～総額461億円の補正予算等が成立

続けることができるよう、挑戦していく」と基本姿勢を述べました。１２月１０日から２２日までの日程で開かれた

定例県議会では、牡蠣のへい死対策や物価高・米国関税措置への対応、防災減災対策等にかかる総額４６１

億円の補正予算案等について審議の結果、可決成立しました。さらに、９月定例会から継続審査としていた

「令和６年度決算」について認定しました。また、「非核三原則の堅持を求める意見書」や「カキ養殖の事業継

続に向けた支援等を求める意見書」等が採択されました。

井口高校北の三叉路は、宮島街道を商工センターに向かう左折レーンと直進

レーンが並行しており、朝の通勤通学時には両車線の真ん中を自転車が通るこ

ととなるため、事故の危険性が高いことから安全対策を要望されました。広島西

警察署・西区役所とで協議し自転車誘導の舗装をして頂きました。また井口電停

前を自転車で通行し、信号待ちをしている間に遮断機が下りて危険だったことか

ら、午前７時半から８時半の間、３秒間信号の時間を短縮していただきました。

西区内における要望対応

稲葉議員の質問に答弁する横田美香知事
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警察・商工労働委員会の活動

横田知事に対し要望書を提出
２０２６年度当初予算編成等に関する要望項目

● サプライチェーン全体で適正な価格転嫁と賃金の引上げを実施

できる環境整備の支援と啓蒙に努めること。

● カスタマーハラスメントは深刻な状況が続いており、倫理的な消

費者行動の促進に向けた消費者教育についても強化を行うこと。

● 若者の県内定着と女性の活躍促進に資する子育て環境の整備

を総合的に推進すること。

● 「広島かき」のへい死状況について多角的・多面的に原因を徹

底究明するとともに分析結果に基づく対策を早期に実施すること。

● 公益通報制度の信頼回復に向け、制度の正しい理解と運用体

制、再発防止に全力で取り組むこと。

など

会派「民主県政会」として、「２０２６年

度当初予算編成等に関する要望書」を

横田知事に提出し、意見交換を行いま

した。

１０月から１２月にかけて開かれた警察・商工労働委員会で質疑を行いまし

た。１０月の委員会では、カスタマーハラスメントについて他自治体や県内の

状況を調査し、条例制定に向けて検討するよう求めました。また１１月の委員

会では、土木建築局や教育委員会と連携し、ものづくり企業の人手不足解消

や人材確保、産業振興を一体で進めるよう要望しました。さらに１２月には、全

国で出没している熊対策について、県民の皆さんの安全安心のため猟友会

や市町と連絡を密にして対応するよう警察本部に求めました。

稲葉潔議員（福山市） 

（質問） 若者や女性が住みたくなる地域づくりを、特に

地域や職場の魅力向上の点から、これからどのように進

めていくのか。

（答弁） 県内企業の魅力発信や男女の給与格差の解消、

若者の声を生かした魅力的なまちづくりや男女の役割分

担意識の解消に向けた取組を進めていく。さらに、県内

外の方に対し、広島に対するポジティブなイメージを持っ

ていただくためのプロジェクトを進める。若者や女性に

とって、働きやすく、充実した生活を送ることができ、やり

たいことにチャレンジできる社会の実現に向けて、オール

広島で取り組み、若者や女性の広島への定着・回帰の

流れを創り出していく。

中原好治議員（広島市南区）

（質問） 中小企業における賃上げの実態把握のための

調査や県独自の新たな取組についてどのように取り組ん

でいくのか。

（答弁） 県独自のアンケート調査や経済団体の調査結

果、主要企業へのヒアリング等により、実態把握に努め

ており、調査結果を踏まえ、今年度から新たに、生産性

向上に向けた専門家チームによる生産工程のＤＸ推進

のための伴走支援などに取り組んでいる。アンケート調

査やヒアリング等を通じて県内中小企業の現状や課題を

しっかりと把握した上で、賃上げ原資の確保に向け、施

策の見直しや新たな取組の検討など適切な対応により、

県内中小企業の持続的な賃上げの実現につなげる。

１２月定例会における主な質問内容
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